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＜シリーズ連載：今求められるキャリア開発　第28回＞

食
の
安
全
確
保
を

目
指
し
て

田中 清司
長野県長野食肉衛生検査所

【たなか せいじ】長野県松本市出身。1972 年酪農
学園大学獣医学科卒業。茨城県県南食肉衛生検
査所、神奈川県食肉衛生検査所勤務。その後、長
野県内の木曽、長野、松本、豊科、大町、諏訪、
上田、飯田保健所勤務。BSE発生時には松本食
肉衛生検査所勤務で次長、現在長野食肉衛生検
査所勤務。通算 38年間現在まで17箇所の勤務。
趣味は高校、大学と山岳部に属し現在も登山中。
スイス、カナダ、ネパール、チリの山群トレッキ
ング。秩父、坂東、西国 33 箇所巡礼終了。国内
温泉めぐり964 箇所入湯。

熱
い
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
終
え
て

 

工
場
の
玄
関
を
出
る
と
外
は
真
っ
暗
で
し

た
。
午
後
二
時
か
ら
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
予
定
終

了
の
四
時
を
大
幅
に
回
り
五
時
半
を
過
ぎ
千
曲

川
の
川
風
が
熱
い
身
体
を
急
速
に
冷
や
し
ま
す
。

今
日
は
平
成
二
一
年
一
二
月
二
日
に
開
催
さ

れ
た
「
食
の
安
全
研
究
会
主
催
の
第
二
回
食

品
安
全
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
へ
年
休
を
取
っ
て
の
出

席
で
す
。
長
野
県
の
特
産
で
あ
る
果
実
を
使
用

し
た
清
涼
飲
料
水
工
場
の
長
野
興
農
株
式
会

社
川
中
島
工
場
で
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１※

１

の
食
品

衛
生
管
理
ツ
ー
ル
の
学
習
で
す
。
こ
の
工
場
は

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
も
取
得
し
て
い
ま
す
。
参
加

定
員
限
定
三
〇
名
の
定
員
満
員
の
ゼ
ミ
で
二
時

か
ら
始
ま
り
、
工
場
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
ル
ー

で
の
研
修
と
会
議
室
で
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
講
義
と
尽
き

更
し
継
続
的
に
食
品
安
全
衛
生
管
理
シ
ス
テ
ム

を
追
及
し
、
食
品
の
安
全
を
確
保
し
よ
う
と
し

て
い
る
会
で
す
。

私
は
、
会
の
設
立
当
時
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
関
与
し
て
き
ま
し
た
。
長
野
保
健
所
か

ら
松
本
食
肉
衛
生
検
査
所
を
経
て
上
田
保
健

所
へ
転
勤
に
な
っ
た
と
き
も
、
仕
事
が
終
わ
り

次
第
、
上
田
か
ら
長
野
へ
来
て
夜
間
ゼ
ミ
に
て

一
緒
に
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
飯
田
、
大
町
保
健
所
、
現
在
の

長
野
食
肉
衛
生
検
査
所
と
転
勤
し
て
も
こ
の
会

と
関
わ
り
一
緒
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

食
の
安
全
確
保
を
目
指
し
て

こ
の
会
は
、
平
成
一
一
年
五
月
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
シ
ス
テ
ム
に
て
食
品
の
安
全
を
確
保
し
よ
う

と
す
る
一
六
社
で
発
起
人
会
を
作
り
立
ち
上
げ

せ
ぬ
質
疑
応
答
で
時
間
オ
ー
バ
ー
で
す
。

こ
の
ゼ
ミ
は
、
品
質
管
理
部
を
中
心
と
し
た

若
い
方
々
が
多
く
参
加
し
て
い
ま
す
。
各
社
一

か
ら
二
名
の
参
加
で
す
。
参
加
企
業
は
、
食
の

安
全
を
食
品
衛
生
シ
ス
テ
ム
「
Ａ
Ｉ
Ｂ※
２

」、「
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」、「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
」
で
管
理

を
し
て
い
る
企
業
や
こ
れ
ら
学
ぼ
う
と
す
る
企

業
で
す
。

長
野
県
の
北
信
地
区
を
中
心
と
し
た
「
食
の

安
全
研
究
会
」
は
、清
涼
飲
料
水
、乳
処
理
業
、

菓
子
や
惣
菜
製
造
業
等
様
々
な
食
品
関
係
業

や
包
装
資
材
、
金
属
缶
製
造
業
、
薬
品
販
売
、

総
合
食
品
卸
業
、
食
品
検
査
機
関
、
建
築
事

務
所
等
の
企
業
が
自
主
的
に
集
ま
っ
た
研
究
会

で
す
。
三
〇
社
程
が
一
〇
年
前
に
立
ち
上
げ
た

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
推
進
研
究
会
」
が
発
展
し
、
今

様
に
「
食
の
安
全
研
究
会
」
と
し
て
名
称
を
変



29 Vol .98

ま
し
た
。
事
務
局
を
長
野
市
に
あ
る
朝
日
サ
ニ

タ
ー
株
式
会
社
が
受
け
持
ち
、
役
員
会
、
幹

事
会
を
経
て
平
成
一
一
年
七
月
一
六
日
に
設
立

総
会
及
び
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
後
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
を
各
会
社
が

理
解
す
る
た
め
に
部
会
を
作
り
、
月
一
回
の
予

定
で
勉
強
会
を
保
健
所
に
て
開
き
ま
し
た
。

各
会
社
が
各
部
会
に
何
人
か
参
加
し
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
チ
ー
ム
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
な
る
よ
う
に

す
る
た
め
で
す
。
部
会
は
環
境
施
設
部
、
記
録

管
理
部
、
一
般
衛
生
管
理
部
、
Ｃ
Ｃ
Ｐ
・
検

査
精
度
部
、
教
育
・
洗
浄
・
危
害
分
析
部
の

五
部
会
で
す
。
や
る
気
の
あ
る
人
達
が
集
ま
る

会
で
す
。
部
会
長
、
記
録
係
り
を
決
め
て
後
に

部
会
の
報
告
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
新
し
い
食

品
衛
生
管
理
シ
ス
テ
ム
を
学
ぼ
う
と
す
る
企
業

の
姿
勢
は
、
意
欲
的
で
す
。

そ
の
中
に
巻
き
込
ま
れ
た
私

は
、
彼
ら
に
負
け
ま
い
と
新

し
い
情
報
、
知
識
、
技
術

に
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
入
手
し

提
供
し
ま
し
た
。
部
会
の
学

習
会
で
も
日
々
の
業
務
の
中

の
事
柄
と
結
び
付
け
て
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
感
動
的

で
し
た
。
消
費
者
の
よ
り
安

全
な
食
品
を
求
め
る
声
に
押

さ
れ
て
、
企
業
の
生
き
残
り

を
懸
け
て
幹
部
も
真
剣
で
し

た
。
問
題
を
提
起
す
る
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
私
で
し
た
が
、

課
題
の
正
解
は
、
皆
で
調
査
し
、
検
討
し
納
得

行
く
の
が
答
え
で
し
た
。
保
健
所
の
職
員
も
共

に
一
緒
に
頭
を
突
き
合
わ
せ
て
の
勉
強
会
で
す
。

食
品
の
安
全
に
携
わ
る
人
々

私
は
、
保
健
所
の
食
品
衛
生
監
視
員
と
し
て

食
品
の
安
全
確
保
に
長
年
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

い
ま
食
品
の
安
全
、
安
心
に
関
し
て
は
、
消

費
者
の
関
心
が
極
め
て
高
く
、
食
品
関
係
営
業

者
は
食
品
衛
生
管
理
に
日
夜
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。保

健
所
で
は
、
食
品
衛
生
協
会
と
共
催
し

て
毎
年
食
品
衛
生
講
習
会
を
開
催
し
、
最
近

の
食
品
事
故
や
衛
生
管
理
の
問
題
点
等
に
つ
い

て
講
習
し
て
い
ま
す
。
食
品
製
造
業
、販
売
業
、

飲
食
店
と
業
種
形
態
に
よ
っ
て
も
講
習
内
容
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

食
品
衛
生
監
視
で
現
地
施
設
を
立
ち
入
り

調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
衛
生
管
理
方
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
た
り
、
製
造
、
調
理
、
販
売
し
て
い
る
食
品

検
査
を
実
施
し
食
品
の
安
全
確
認
と
そ
の
結
果

か
ら
問
題
点
を
提
議
し
ま
す
。

保
健
所
は
、
食
品
安
全
の
確
保
の
た
め
に
食

品
関
係
営
業
者
の
よ
き
相
談
相
手
と
信
頼
で
き

る
機
関
と
し
て
、
ま
た
消
費
者
へ
の
弛
ま
な
い
提

供
食
品
の
安
全
目
標
の
た
め
に
歩
ん
で
い
ま
す
。

や
や
も
す
れ
ば
食
品
営
業
者
と
監
視
を
す
る

保
健
所
は
敵
対
関
係
と
思
わ
れ
が
ち
な
の
で
す

が
、
安
全
な
食
品
の
確
保
と
目
的
は
同
じ
な
の

で
す
。

食
品
営
業
者
は
様
々
な
方
が
い
ま
す
。
田
舎

で
百
貨
店
と
し
て
何
で
も
屋
さ
ん
の
よ
う
に
衣

類
か
ら
雑
貨
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
食
品
を
扱
っ
て

い
る
ご
夫
婦
、
脱
サ
ラ
を
し
て
新
し
く
飲
食
店

を
始
め
る
若
者
、
老
舗
の
旅
館
、
お
菓
子
屋
さ

ん
、
地
場
産
業
と
し
て
道
の
駅
や
直
売
所
で
郷

土
食
を
製
造
販
売
し
て
い
る
地
元
主
婦
達
、
日

本
中
に
製
品
を
出
荷
し
て
い
る
味
噌
製
造
業
、

清
涼
飲
料
水
な
ど
の
食
品
企
業
、
チ
ェ
ー
ン
店

の
飲
食
店
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
と
個

人
営
業
、
企
業
と
幅
広
い
年
代
層
と
営
業
形

態
も
営
業
者
も
様
々
で
す
。

衛
生
管
理
も
確
実
に
出
来
て
い
る
所
と
も
う

ち
ょ
っ
と
頑
張
っ
て
よ
と
い
う
所
と
が
あ
り
ま

す
。消

費
者
、
食
品
関
係
営
業
者
、
各
食
品
衛

生
組
合
、
食
品
衛
生
協
会
、
行
政
と
食
を
囲

む
関
係
者
が
連
携
を
取
っ
て
食
品
の
安
全
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
食
品
衛
生
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

そ
ん
な
な
か
平
成
七
年
に
食
品
衛
生
法
が
改

正
さ
れ
「
総
合
衛
生
管
理
製
造
過
程
に
関
す
る

承
認
」
制
度
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
米
国
の
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
で
開
発
さ
れ
た
食
品
衛
生
管
理
シ
ス
テ

ム
で
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
食
品
の
危
害
分
析
に
基
づ

く
重
要
管
理
点
方
式
の
略
称
）
を
基
に
し
た
制

度
で
す
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
は
食
品
工
場
に
お
け

る
自
主
衛
生
管
理
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
衛
生

管
理
シ
ス
テ
ム
で
従
来
の
食
品
衛
生
管
理
シ
ス

「食の安全研究会」
※1「ISO9001」…製品やサービスの品質保証を通じて企
業や団体の顧客や市場のニーズに応えるために活用でき
る品質マネジメントシステムの国際規格。国際的に通用
する品質管理が行われていると認定。

※2「AIB」…食品工場などの安全基準のための管理シス
テムで、AIB（アメリカ製パン研究所）が開発したもの。
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テ
ム
か
ら
新
し
い
「from

 F
arm
 T
o T
able

」

農
場
か
ら
家
庭
の
食
卓
ま
で
の
危
害
に
つ
い
て

特
定
し
、
危
害
度
の
特
定
、
特
に
重
要
な
防

止
措
置
を
定
め
た
組
織
的
な
衛
生
管
理
シ
ス
テ

ム
で
す
。

平
成
八
年
度
に
私
は
、
厚
生
省
（
今
の
厚

生
労
働
省
）
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
研
修
に
派
遣
さ

れ
、
平
成
一
〇
年
度
に
は
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
承
認
審

査
講
習
会
へ
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
生
省
で
は
、
平
成
一
〇
年
一
月
一
九
日
に

初
め
て
三
六
社
、
八
六
施
設
、
承
認
し
た
食
品
、

牛
乳
、
脱
脂
乳
、
加
工
乳
、
ク
リ
ー
ム
、
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
、
無
糖
練
乳
、
発
酵
乳
、
乳
酸
菌

飲
料
及
び
乳
飲
料
一
七
七
件
に
つ
い
て
承
認
を

し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
牛
乳
が
長
野
県
か
ら
一
社
一
件
承

認
工
場
が
出
ま
し
た
。
私
は
、
工
場
へ
何
度
も

足
を
運
び
、
査
察
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て

当
日
に
備
え
ま
し
た
。
牛
乳
工
場
の
社
員
と
保

健
所
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
新
し
い
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
勉
強
し
、
手
探
り
で
顔

を
突
き
合
わ
せ
て
朝
か
ら
暗
く
な
る
ま
で
、
所

に
帰
っ
て
か
ら
も
書
類
を
捲
り
ま
し
た
。

食
品
事
故
を
減
ら
す
た
め
に
、
無
く
す
た
め

に
メ
ー
カ
ー
の
切
実
な
る
願
い
を
叶
え
る
た
め

に
、
食
品
の
安
全
確
保
を
業
務
と
す
る
保
健
所

も
一
緒
に
汗
し
ま
し
た
。

待
ち
に
待
っ
た
ど
き
ど
き
す
る
査
察
が
入
り
、

そ
の
結
果
が
初
め
て
の
承
認
発
表
の
中
に
入
り

ま
し
た
。
メ
ー
カ
ー
職
員
と
「
や
っ
た
ね
。」
と

手
を
取
り
合
っ
て
喜
ん
だ
の
を
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
承
認
施
設
の
連
続
申
請
依
頼

長
野
県
の
総
合
衛
生
管
理
製
造
過
程
申
請

の
担
当
食
品
衛
生
監
視
員
と
し
て
申
請
予
定

施
設
へ
出
向
き
予
備
審
査
、
ア
ド
バ
イ
ス
、
査

察
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
施
設
管
轄
保
健
所
の

食
品
衛
生
監
視
員
の
指
導
も
兼
ね
て
長
野
県

下
を
飛
び
回
り
ま
し
た
。

厚
生
省
の
申
請
施
設
の
現
地
調
査
の
立
会

い
、
厚
生
省
会
議
室
で
開
催
さ
れ
る
承
認
審
査

会
へ
県
の
担
当
者
と
し
て
派
遣
と
初
め
て
の
承

認
制
度
に
緊
張
と
戸
惑
い
の
連
続
で
し
た
。

承
認
対
象
の
食
品
製
造
業
者
は
、
新
し
い

制
度
に
乗
り
遅
れ
な
い
よ
う
に
次
か
ら
次
へ
と

手
を
挙
げ
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
時
代
が
要
求
を
し
て
い
た
の
で
し

ょ
う
か
。
大
手
企
業
が
キ
ッ
ク
オ
フ
を
し
て
取

り
組
み
始
め
ま
し
た
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
は
何
か
。

そ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
幾
つ
か
の
企
業
へ
講

習
に
行
き
ま
し
た
。

企
業
は
、
工
場
の
操
業
を
停
止
し
半
日
の
全

員
の
講
習
会
で
す
。
社
員
食
堂
で
三
〇
〇
人

前
後
が
集
ま
っ
て
の
講
習
会
で
す
。
正
社
員
も

パ
ー
ト
も
ア
ル
バ
イ
ト
も
工
場
で
働
く
従
業
員

全
員
が
対
象
で
す
。
暗
く
な
っ
て
か
ら
管
轄
保

健
所
の
食
品
衛
生
監
視
員
と
工
場
を
後
に
し
ま

し
た
。
企
業
が
社
員
が
従
業
員
が
真
剣
に
取
り

組
む
の
で
す
。
保
健
所
と
企
業
が
一
体
と
な
っ

て
承
認
獲
得
に
向
け
て
走
り
出
し
ま
し
た
。

或
る
時
私
は
、
研
究
会
を
作
っ
て
皆
で
一
緒

に
学
習
を
と
口
に
し
ま
し
た
。「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

推
進
研
究
会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
自
主
的
に

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
必
要
と
す
る
、
学
ぼ
う
と
す
る

企
業
が
集
い
、
部
会
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
矢
継
ぎ

早
に
開
催
で
す
。
食
品
製
造
の
異
業
種
ま
た
商

売
敵
の
業
種
が
手
を
取
り
合
っ
て
承
認
獲
得
の

た
め
、
食
品
の
安
全
確
保
の
た
め
の
大
き
な
勉

強
会
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

受
益
者
負
担
の
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
推
進

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
毎
年
開
催

平
成
一
二
年
二
月
二
六
日
土
曜
日
に
第
一

回
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
推
進
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
長

野
市
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
企
業
で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
会

場
運
営
、
受
付
、
駐
車
場
係
り
役
割
分
担
を

決
め
手
作
り
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。
企
業
は
社

員
を
乗
せ
た
バ
ス
で
乗
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。

受
講
料
三
〇
〇
〇
円
と
し
、
会
場
席
数
で
定

員
を
決
め
ま
し
た
が
断
る
方
々
が
出
て
き
ま
し

た
。
満
員
御
礼
で
す
。
基
調
講
演
は
、
東
京

か
ら
日
本
食
品
衛
生
学
会　

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
国

際
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
員
長
の
小
久
保
彌
太
郎
先

生
を
お
呼
び
し
、
各
部
会
の
研
究
報
告
を
し
ま

し
た
。
休
憩
後
は
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
衛
生
管
理
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
す
。

小
久
保
先
生
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
パ
ネ

ラ
ー
は
、
長
野
県
衛
生
部
食
品
環
境
水
道
課

主
査
、
ス
ー
パ
ー
の
商
品
研
究
所
長
、
食
肉
製

品
製
造
業
の
品
質
管
理
部
長
、
清
涼
飲
料
水
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の
品
質
保
証
課
長
な
ど
行
政
、
大
手
販
売
業
、

製
造
業
と
各
社
の
取
り
組
み
状
況
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
ま
で
や
や
も
す
れ
ば
食
品
衛
生
研
修
会

は
、
食
品
営
業
者
、
加
入
組
合
、
食
品
衛
生

協
会
、
行
政
が
動
員
さ
れ
、
義
務
付
け
ら
れ
た

講
習
受
講
の
印
を
得
る
た
め
の
も
の
で
し
た
が
、

受
益
者
負
担
で
開
場
が
溢
れ
ま
し
た
。

今
日
ま
で
毎
年
受
益
者
負
担
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
演
者
も
厚
生
労
働
省

関
東
信
越
厚
生
局
食
品
衛
生
課
長
か
ら
長
野

県
衛
生
公
害
研
究
所
食
品
衛
生
部
長
、
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
研
究
者
、
国
内
Ｉ
Ｓ
Ｏ
審
査
員
、
大

企
業
の
広
報
課
長
と
多
岐
に
渡
っ
て
の
食
の

安
全
管
理
情
報
で
し
た
。
そ
し
て
極
め
つ
け
は

時
々
の
会
員
の
業
績
発
表
で
し
た
。
会
を
重
ね

る
う
ち
に
時
に
は
、
主
催
に
長
野
市
保
健
所
、

後
援
に
長
野
市
食
品
衛
生
協
会
、
な
が
の
集

団
給
食
協
議
会
も
入
り
ま
し
た
。
平
成
二
一
年

二
月
二
八
日
に
開
催
さ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

一
〇
〇
〇
円
の
受
講
料
で
し
た
が
、「
食
の
安

全
を
考
え
る
」
と
し
て
近
畿
大
学
農
学
部　

米

虫
節
夫
教
授
、「
食
に
関
す
る
情
報
を
考
え
る
」

と
し
て
群
馬
大
学
教
育
学
部　

高
橋
久
仁
子

教
授
の
講
演
は
三
二
〇
人
強
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

受
益
者
負
担
に
す
る
こ
と
に
よ
り
本
当
に
必

要
と
し
、
学
び
た
い
者
達
が
参
加
し
、
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
も
講
師
の
活
き
込
み
も
変
わ
る
と
思

い
ま
す
。
事
実
一
度
お
呼
び
し
た
講
師
が
、
再

度
講
習
を
し
た
い
と
申
込
が
あ
り
実
現
を
し
ま

し
た
。

夜
間
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
翻
訳
と

衛
生
対
策
の
情
報
交
換

年
一
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
他
に
平
成
一

七
年
九
月
か
ら
一
年
間
、
月
二
回
の
割
合
で
長

野
県
職
員
セ
ン
タ
ー
で
一
回
会
費
一
〇
〇
〇
円

と
し
て
二
四
回
の
夜
間
ゼ
ミ
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
社
が
終
わ
っ
て
か
ら
長
野
市
へ
集
ま
り
、

夕
刻
一
八
：
三
〇
〜
二
〇
：
三
〇
ま
で
意
欲
の

あ
る
方
々
だ
け
が
集
い
、
テ
ー
マ
を
皆
で
決
め

て
の
勉
強
会
で
す
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
０
０
０※

３

が
注

目
さ
れ
、
一
足
早
く
２
２
０
０
０
の
英
文
を
皆

で
翻
訳
し
て
研
究
を
し
ま
し
た
。
翻
訳
し
た
も

の
を
Ｃ
Ｄ
デ
ィ
ス
ク
に
入
れ
希
望
者
へ
は
有
料

で
頒
布
し
ま
し
た
。
ま
た
各
社
で
実
施
し
て
い

る
異
物
混
入
対
策
、
従
業
員
教
育
、
食
品
衛

生
自
主
管
理
制
度
等
の
衛
生
対
策
の
情
報
交

換
を
図
り
ま
し
た
。

畳
の
部
屋
で
十
数
人
の
少
人
数
で
し
た
が
、

皆
で
机
を
囲
み
事
前
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
あ
っ

た
事
項
を
そ
の
場
で
発
表
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
す
。
塾
長
と
会
計
と
庶
務
等
の
役
員
を
参

加
者
の
中
で
決
め
て
自
主
運
営
で
す
。
ま
る
で

学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な
気
分
で
し
た
。

品
質
管
理
を
中
心
と
し
た
参
加
者
は
、
若
い

人
が
多
く
ま
た
熱
心
な
女
性
の
参
加
も
あ
り
、

最
後
の
打
ち
上
げ
の
交
流
会
は
業
態
の
垣
根
を

越
え
て
和
気
藹
々
の
学
友
そ
の
も
の
で
し
た
。

私
は
、
そ
の
頃
上
田
保
健
所
に
転
勤
に
な
り

ま
し
た
が
、所
が
終
わ
り
次
第
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

企
業
の
方
々
の
パ
ワ
ー
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
な
が
ら
共

に
知
識
と
技
術
と
実
践
を
研
究
し
ま
し
た
。

「
食
の
安
全
研
究
会
」
へ

発
展
的
に
移
行
し
、
さ
ら
に
…

平
成
一
一
年
か
ら
平
成
一
八
年
ま
で
「
Ｈ
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｐ
推
進
研
究
会
」
と
称
し
た
会
を
平
成

一
九
年
を
境
と
し
て
「
食
の
安
全
研
究
会
」
と

グ
ロ
ー
バ
ル
な
研
究
会
と
し
て
発
展
的
に
名
称

を
変
更
し
ま
し
た
。
会
長
も
三
代
目
と
な
り
ま

し
た
。
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
の
み
な
ら
ず
考
え
ら
れ
る

全
て
の
食
の
安
全
衛
生
管
理
シ
ス
テ
ム
を
研
究

し
よ
う
と
の
発
展
的
な
移
行
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
推
進
研
究
会
の
会

員
で
は
、
六
社
が
「
総
合
衛
生
管
理
製
造
過

程
の
承
認
」
を
取
得
し
、「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
」

も
取
得
し
始
め
て
い
ま
す
。
承
認
業
種
以
外
の

製
造
業
も
多
数
参
加
し
食
の
安
全
ツ
ー
ル
を
実

践
に
役
立
て
て
、
安
全
な
食
品
生
産
に
レ
ベ
ル

北信食肉センターと畜検査
解体後の最後の枝肉検査です

長野食肉衛生検査所の外観

※3「ISO22000」…HACCPの仕組みを取り入れたISO
が定める食品安全マネジメントの国際規格。
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ア
ッ
プ
を
し
て
い
ま
す
。

輸
入
食
品
の
実
態
を
学
ぶ
た
め
に
検
疫
所
へ

の
研
修
、
県
内
、
県
外
で
の
優
良
施
設
へ
の
衛

生
管
理
研
修
と
事
業
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
こ
の
会
を
通
じ
信
頼
を
得
て
生
産
面
で

も
協
調
を
始
め
、
同
業
種
で
材
料
の
融
通
ま
で

す
る
よ
う
に
会
員
の
結
び
つ
き
が
濃
厚
に
な
り

ま
し
た
。
競
争
同
業
種
で
の
会
社
対
抗
野
球
試

合
ま
で
に
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
地
区
で
の
食

品
産
業
が
食
の
安
全
と
い
う
大
き
な
目
標
を
目

指
し
、
求
め
た
上
に
さ
ら
に
会
社
同
士
、
人
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
し
っ
か
り
と
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

食
の
安
全
研
究
会
か
ら
私
の
今
後

食
品
企
業
は
、
一
〇
〇
％
食
品
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
限
り
な
い
食
品
衛
生
管
理
シ
ス
テ
ム

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
は
、
食
品
衛
生
監

視
員
と
し
て
保
健
所
、
食
肉
衛
生
検
査
所
に

所
属
し
企
業
と
共
に
、
安
全
な
食
品
を
消
費
者

へ
届
け
る
べ
き
知
識
、
技
術
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。
や
や
も
す
る
と
行
政
は
、
指
導
的
な
立
場

と
し
て
新
し
い
知
識
、
技
術
を
押
し
付
け
ま
す
。

企
業
現
場
で
実
際
に
携
わ
る
方
々
と
膝
を
交
え

て
会
話
を
す
れ
ば
、
返
っ
て
教
え
ら
れ
る
事
実

が
沢
山
あ
り
ま
す
。
机
上
の
論
理
に
溺
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
実
際

は
行
う
の
か
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
一
緒
に

考
え
て
こ
そ
解
決
が
見
出
さ
れ
ま
す
。

「
食
の
安
全
研
究
会
」
は
、
自
発
的
に
自
主

的
に
生
ま
れ
、
大
き
く
成
長
し
て
い
ま
す
。

私
は
、「
食
の
安
全
研
究
会
」
の
企
業
会
員

と
共
に
十
余
年
間
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
企
業

の
生
命
を
懸
け
た
食
品
安
全
へ
の
真
剣
さ
に
心

を
打
た
れ
感
動
し
ま
し
た
。

日
々
の
身
近
な
食
品
の
安
全
を
生
産
か
ら
消

費
者
の
口
に
入
る
ま
で
沢
山
の
人
々
が
、
食
品

衛
生
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
新
聞
紙
上
に
掲
載

さ
れ
る
食
品
事
故
、
回
収
広
告
等
ま
だ
ま
だ
絶

対
安
全
を
担
保
す
る
食
品
衛
生
管
理
シ
ス
テ
ム

に
は
長
い
道
程
が
あ
り
ま
す
。

た
ま
た
ま
行
政
と
し
て
食
の
安
全
に
携
わ
り

食
品
衛
生
安
全
シ
ス
テ
ム
の
奥
深
さ
に
驚
き
、

難
し
さ
に
惹
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
生
命
を

維
持
す
る
食
品
が
、
生
命
を
脅
か
す
食
品
か
ら

一
〇
〇
％
安
全
な
食
品
に
生
ま
れ
変
わ
る
食
品

衛
生
管
理
シ
ス
テ
ム
を
、
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
を
構

成
す
る
生
産
者
、
食
品
企
業
、
流
通
業
者
、
消

費
者
へ
と
食
品
に
係
る
全
て
の
人
々
へ
伝
え
る

お
手
伝
い
を
今
後
出
来
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
年
行
政
と
し
て
食
に
関
わ
り
ま
た
「
食
の

安
全
研
究
会
」
の
方
と
活
動
し
、
沢
山
の
方
か

ら
ご
教
示
を
頂
い
た
知
識
、
技
術
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
な
け
れ
ば
と
お
世
話
に
な
っ
た
方
の

顔
が
浮
か
び
ま
す
。
食
に
携
わ
る
あ
ら
ゆ
る
方
々

に
触
れ
て
、
食
の
安
全
へ
の
熱
い
思
い
が
い
つ

の
間
に
か
私
を
虜
に
し
ま
し
た
。

私
は
、
平
成
二
二
年
三
月
を
機
に
現
在
の

長
野
県
職
員
を
退
職
し
ま
す
。
大
学
を
卒
業
し

て
茨
城
県
県
南
食
肉
衛
生
検
査
所
で
と
畜
検

査
に
従
事
し
、
神
奈
川
県
を
経
て
、
故
郷
の
長

野
県
へ
戻
り
県
内
の
保
健
所
に
て
食
品
衛
生
監

視
員
を
三
一
年
間
、
食
肉
衛
生
検
査
所
で
は
、

他
県
も
通
算
し
て
七
年
間
と
三
八
年
間
の
食
の

専
門
職
と
し
て
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
ス
キ
ー

場
の
宿
泊
施
設
で
食
中
毒
事
故
が
あ
り
そ
の
原

因
究
明
に
暗
い
雪
道
を
施
設
ま
で
駆
け
つ
け
た

こ
と
、
独
居
老
人
へ
の
お
弁
当
事
故
で
腸
管
出

血
性
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７
検
便
の
た
め
市
の
保
健

師
と
連
日
連
夜
家
庭
訪
問
を
し
た
こ
と
、
企
業

の
不
良
食
品
で
年
末
に
も
か
か
わ
ら
ず
近
辺
四

保
健
所
職
員
を
動
員
し
て
合
同
調
査
を
し
た
こ

と
な
ど
数
知
れ
な
い
事
件
対
応
が
あ
り
ま
し
た
。

食
品
衛
生
協
会
、
関
係
組
合
、
食
品
営
業
者

と
共
に
食
の
安
全
確
保
の
た
め
に
保
健
所
の
組

織
を
挙
げ
て
対
応
を
し
解
決
へ
の
道
を
探
り
ま

し
た
。
所
長
を
筆
頭
に
夜
遅
く
ま
で
の
検
討
会

議
は
、
真
剣
で
白
熱
し
身
近
に
組
織
の
同
僚
の

力
を
よ
り
一
層
感
じ
ま
し
た
。

今
ま
で
ず
っ
と
食
の
安
全
を
守
る
た
め
に
活

動
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
立
場

で
の
事
故
発
生
要
因
が
大
き
な
課
題
と
し
て
ま

だ
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
命
を
維
持
す
る
美
味
し
く
て
安
全
な
食
品

を
生
み
出
す
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
食
品
を
扱

う
立
場
の
方
々
が
分
か
り
易
く
衛
生
管
理
を
習

得
し
、
理
解
し
、
無
理
な
く
実
践
が
出
来
、
消

費
者
も
含
め
食
品
か
ら
の
事
故
が
無
く
な
れ
ば

と
望
み
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
食
の
安
全
を
日
夜
汗
し
て

頑
張
っ
て
い
る
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

出羽三山神社参道にて


